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1. はじめに
多様な価値観と接触する言語教育の現場は、現代社会が取
り組むべき課題にあふれている。地域社会が抱える課題を
理解することは言語学習に密接につながる。その視点は言
語習得プロセスのなかで「学びの気づき」として喚起され、
育まれる。本稿では、言語教育と地域研究の関係性を、
SFC のドイツ語教育において実践されている複数の事例
を通して提示する。具体的には授業として実施するフォー
マル・ラーニング域内での実践内容、および授業の枠を超
えたインフォーマル・ラーニング活動としての実践事例で
ある。本稿では、地域研究の視点から SFC のドイツ語教
育全体を捉え直すことにより、言語教育の現場に見られる
学生の「学び」の活動が、研究活動への視座を開くまでの
プロセスを提示する。
　言語教育をコミュニケーションスキルの獲得として捉え
るアプローチは、1990 年の SFC 開設以来、常に重要視さ
れてきた。従来の伝統的な知識構築型の外国語教育の枠を
破り、自己発信できるコミュニカティブアプローチを強調
した SFC のインテンシブコース設置の理念は SFC 開設当
初、他の教育機関に対して多大なインパクトを与えた。特
に日本の高等教育における明治以降のドイツ語教育の位置
付けは、知識の構築、教養の育成に重点を置く傾向が強く、
SFCのドイツ語教育実践の発信は、言語運用能力とは何か、
その意味を問い直す教育改革の問題提起につながった 1)。
　言語運用能力の習得プロセスは、学習者の学習目標をど
こに設定するのかによって異なる。学習者の言語運用能力
が CEFR2) の C1 あるいは B1-B2 レベル以前の段階でも、
研究のための学習目標を初期の段階から具体的に持つこと
は有益である。学習言語を使って「何を」やりたいのか、
その「何を」の動機付けが大学での研究に結びつく。SFC
のドイツ語教育では、この学習目標につながる言語学習活
動を既に A1 レベルの初級授業から導入している。ドイツ
語を初習言語として大学で学び始める場合、大半の学習者
がそれまで母語の日本語や既習言語 (大抵の場合は英語)

で情報を収集し、知識を構築してきたわけだが、その視野
の射程は、別の視点から見直される、つまり相対化される
機会を得る。ドイツ語を通して見えてくるグローバルな課
題を認識し、気づきを得ることは、それぞれの学習者の複
言語・複文化的な視野を育むきっかけにつながる。
　以下に、SFC におけるドイツ語教育が、どのように学
生の研究活動に結びつく学習環境を構築しているのか、と
いう視点から、学習教材開発、授業構成、授業運用手法を
取り上げる。特に SFC において有機的に連動する地域研
究との接点が、すでに初級レベルの学習段階で教材および
授業構成に内在する点を特徴のひとつとして呈示したい。

Abstract:
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2. SFCドイツ語教育の理念とコース設定
図 1 が示すのは現在の SFC におけるドイツ語教育の全体
図である 3)。学習環境構成として初期レベルのドイツ語科
目コース群「ドイツ語インテンシブ」(レベル 1-3)」、「ド
イツ語ベーシック」(レベル 1-2)4)、が設置されており、そ
こ で A1-A2 レ ベ ル (SFC の ド イ ツ 語 教 育 で は A1.1・
A1.2・A2.1・A2.2 に細分化されたレベル設定を取っている)

に相当する運用能力が養われる。この段階以降は、レベル
B1(B1.1-B1.2) を目指す「スキル科目」と呼ばれる科目群
が用意されている。これらは、B2 レベルに相当する「コ
ンテンツ科目」(ドイツ語でおこなわれる講義科目) につな
がる。後者は SFC において先端科目群に位置付けられて
おり、言語運用能力の習得から専門領域の研究へと科目の
位置付けが変化する。
　SFC のドイツ語教育ではコミュニカティブアプローチ
に重点を置き、特に初級レベル (図 1 における「インテン
シブ」および「ベーシック」科目群) では自己発信ができ
る言語運用能力の育成を、中上級レベル (図 1 における「ス
キル」および「コンテンツ」科目群) では特定のテーマに
特化した言語運用能力の獲得を、そして実践レベルでは、
海外研修やフィールドワークを通した独自の研究遂行の手
段として有用な言語運用能力の獲得に重点を置く。SFC
で開発されたドイツ語教材は、たとえ教室内のフォーマル・
ラーニングに適用されるコンテンツであっても、教室内の
学びを前提とせず、オーセンティックな「現実の場」を反
映させることを前提に作成されている。グルーバルな視点
から社会が抱える問題は何か、それぞれの地域が抱える課

題は何か、といったリアルな状況を教材コンテンツに反映
させることは、高等教育機関の学習者が言語を学習する際
に有効な言語学習の動機付けにつながる。言語学習レベル
が初級であっても、扱うテーマは学習者の問題意識と乖離
せず、研究を推進する形で提供されることを重要視する。

3. フォーマル・ラーニング域内におけるドイツ語教育
3.1 初級の言語習得過程における問題意識の喚起
初級レベルのドイツ語授業において地域研究への関連性が
どのように位置付けられているのかを以下に示す。ドイツ
語初級レベルについては、その学習目標はレベル A2 まで
の基本的なドイツ語運用能力の習得にある。その際の教材
コンテンツでは学習者が現実の社会で直面する課題に関連
したテーマが重点的に扱われる。図 2 は 2024 年現在、
SFC の初級レベルである G1 および G2 のために開発・運
用している教材『Module 1』の一部を示したものである 5)。
同図右はドイツの労働人口と大学生の割合、大学生の時間
の過ごし方を資料で示した上で日本の状況と比較しながら
考えさせる課題である。同図左は大学生のキャリア形成と
して海外でのインターンシップを遂行することを想定し、
学生たちの関心対象にある分野と結び付けた活動をシミュ
レーションさせる課題である。図 3 が示すのは G3 のため
に開発し、授業で使用している教材『問題発見のドイツ語
Modelle 3』の一部である 6)。ここではエネルギー政策をテー
マにしたドイツの風力発電 („Windkraftwerk“) に関する事
例を取り上げ、学習者が日本との比較を踏まえて議論する
ことが課題である。
　これらの教材事例にみられるように、ドイツ語の各初級
レベルにおける学習を通して、研究分野と結びつく可能性
のあるテーマが学習者に示される。授業の中で取り上げら
れるこれらの課題は、教材として提供されるデータを扱う
にとどまらず、学習者自身がドイツの統計局データにアク
セスしたり、日本の各省庁が公開する白書等の資料を調べ
たりする活動を通して遂行することを前提としている。こ
のように SFC のドイツ語教育では教材開発および授業で
の運用に際して、常にそのテーマや学習活動がその時々の
社会情勢や学生の問題意識に紐付けされることを重視す
る。これらの活動を通して、学生にとってドイツ語圏での
フィールドワークや資料収集は現実的な活動となる。

図 1 SFC ドイツ語関連科目の全体図 (2024 年 9 月 1 日現在)
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3.1.1 学習活動「プロジェクト」(„Projekt“) の体験
これら初級コースの授業には、「プロジェクト」と呼ばれ
る研究課題の遂行も組み込まれており、グループワーク形
式でおこなうものから、独自の研究テーマに近づけた個人
研究型のものまで多様なアプローチで実施される。履修者
は授業中にデータ収集、内容分析、グループ内ディスカッ
ションやプレゼンテーションなど、一連のプロセスをドイ
ツ語で体験する。G1 から G3 のレベルまで、それぞれの
言語運用能力に応じて準備内容は異なる。授業ではテーマ
設定に関するドイツ語による情報収集のための手法、検索
媒体や検索方法等を、実践を通しておこなう。図 4 は、こ
れまでのプロジェクト実践内容を紹介したドイツ語研究室
の Web ページである 7)。ここでは初級レベル G1-G3 およ
び B1-B2 の履修者が、それぞれ学習中のドイツ語を使っ
て何らかのコンテンツを作成していることが見られる。周
囲の地域を取り上げたツーリズム、移民受け入れ問題、異
文化間の公共ルール規定の相違、異文化間の習慣、文学、

建築、メディア等、そのプロジェクトテーマの射程は多岐
に亘る。学生は実際にこれらのテーマについて情報収集か
ら発表資料の作成までを授業中に準備し、履修者全員の前
でドイツ語によるプレゼンテーションおよび質疑応答をお
こなうことが義務付けられている。テーマによって必要と
なるテクニカルタームや発表の際にスキルとして用いる語
彙表現は、学習者が自分の自己発信を実現する活動に直接
結びつく。このように、言語運用レベルが上がってから専
門性のある領域に学生を導くのではなく、初級レベルの時
点からドイツ語運用能力が研究活動に結びつけられるこ
と、それを実行することへの「意識」を喚起することが重
要であると考える。また、学生たちのプロジェクト活動を
ドイツ語研究室の HP にアーカイブすることにより、ドイ
ツ語をこれから学習しようとする学生に対して「ドイツ語
を使ってこんなプロジェクトが実施できるのか」という、
研究手段として有効な言語習得への気づきをもたらすこと
にも繋がる 8)。

図 3 G3 の教材 『Modelle 3』で取り上げられるドイツ語圏の代替エネルギー・風力発電についての課題テキスト (左) と動画教材 (右)

図 2 G1 の教材『Module 1』で取り上げられる国際インターンシップのプロジェクト課題 (左) および
ドイツ語圏の労働に対する意識について (右) の例
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3.1.2 「ポートフォリオ」の活用による学びの意識化
ドイツ語を使って何をしたいのか、どんな研究活動に結び
つけたいのか、という問いは、学習者にとって重要な学習
目標として意識化される。初級レベルのドイツ語履修者は
各課ごとに „Rückblick“(振り返り) と呼ばれる活動のもと、
ポートフォリオを作成する (図 5 参照)9)。これはドイツ語
で何ができるようになったのか、何がこれからの課題なの
かを各履修者が意識化して学習できることを目的としたプ
ロセスである。その際、学習者が目指す目標が特定の領域
に関わる研究であれば、それを念頭に自分の現在の能力、
そして到達したいレベルの位置付けを意識することができ
る。学生はこの作業を隔週の頻度で授業時間中に作成し、
各自の Dropbox に保存した上で、そのリンク先を教員に
共有するしくみである。このアーカイブ先には、他にも授
業中に作成した「プロジェクト」のための発表資料や調査
用紙等が保存される。これによって、各履修者が自分のド
イツ語学習履歴全体を振り返ることが可能になる。学習者
は、自分が初級段階のレベルで作成した自分の学習活動の
記録やプロジェクトの軌跡を時間軸で振り返り、自分の成
長を俯瞰することができる。把握しづらい言語運用能力の
習熟度が可視化されることで、学習者それぞれが「できる
こと」の幅が大きく変化したことを、学習者自身が認識で
きる。このポートフォリオの活用は、学習者がドイツ語を

より自律的に学習できる状態へと導くと考える。

3.1.3 プロジェクト活動を介した地域研究
ドイツ語教育の中では、初級・中級・上級それぞれのフェー
ズでタンデム (Tandem) プロジェクトを導入し、日独双方
の大学生がグループワークやペアワークなどの協働学習を
通じて研究課題に取り組む要素を取り入れている。初級レ
ベルでは G3 の授業が対象となる。週 4 回の授業のうち 1
回分をドイツ語圏の大学とのタンデムプロジェクト活動に
対応させ、日独の時差を考慮して開講・運用している。図
6 は 2024 年度春学期に実施されたトリアー大学との相互
プレゼンテーションの様子である (掲載については日独双
方の参加者全員が承諾済)。
　テーマはドイツ語圏あるいは日本の都市を対象にしたコ
ミュニティ形成、環境政策、都市計画など、地域研究から
社会問題まで、学生にとって現実的な問題を取り上げる。

3.2 �中上級レベルの言語習得から研究活動への連動 : 地域
研究の視点

CEFR レベル B1-B2 に達する履修者を対象にドイツ語で
特定の研究テーマを扱う「ドイツ語講義科目 (コンテンツ
科目)」が複数開講されている。ドイツ語圏を対象とする
地域研究への視点としてまず挙げられるのが「ドイツ語圏
地域論」である。例年ドイツ語圏の大学と共同で実施して
いるこの授業ではドイツ、スイス、オーストリアなどドイ
ツ語圏に焦点をあて、情報収集、口頭発表およびレポート
提出までのプロセスをドイツ語でおこなう。テーマの事例
としては「欧州における多様な家族の在り方」「ジェンダー
についての意識」「大学生の環境問題への意識」「幸福感の

図 6 トリアー大学との合同授業と
プレゼンテーションの様子

図 5 ポートフォリオ „Rückblick“ の実施例

図 4 「プロジェクト」の実施例
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多様性」「高齢化社会における取り組み」「学校制度の日独
比較とその背景」「情報社会とフェイクニュース」など多
岐に亘る。日本語を母語とするドイツ語学習者と、ドイツ
語を母語とする日本語学習者の遠隔システムを用いた合同
授業では、日独それぞれの講義担当者がファシリテーター
となり、双方の学生がペアワークあるいはグループワーク
の形で協働しながら資料の調査活動や分析作業などをおこ
なう。学期中の双方の履修者によるプレゼンテーションお
よび質疑応答はそれぞれの学習言語でおこなわれる。
　もう 1 つの科目例はコンテンツ科目「日独社会研究」で
ある。これは、2000 年度春学期以降 10)、継続してドイツ
語圏の大学と遠隔システムを使用しておこなわれている講
義科目であり、現在はドレスデン工科大学およびハレ大学
との共同開講を継続している。過去には 1 ヶ月の期間を対
象にした SFC からの学生派遣、ハレ大学からの学生受け
入れを通した日独フィールドワーク活動もおこなわれた。
この活動を通して学生は相互に地域研究の対象地であるド
イツ語圏あるいは日本に関連する研究テーマを決め、その
ための資料調査や現地での聞き取り調査を日独協働で実施
した。それぞれの言語圏で調査対象とする人や機関とのア
ポイントメント、調査票の作成、滞在地でのフィールドワー
クに至るまでタンデムパートナー同士が協働で活動するプ
ロセスは、学習言語の習得のみならず、研究スキルの獲得
にも有効に働いた。ドイツにおける幼児教育の現状と問題
についてシュタイナー教育機関を取材したり、ドイツにお
いて第二次世界大戦の戦争体験者への聞き取り調査を実施
したりするなど、個人的な人間関係がなければ難しい
フィールドワークをタンデムパートナーと協働することで
実現できた事例が数多く見受けられる。

4. インフォーマル・ラーニングとしての言語学習
4.1 ドイツ語圏海外研修
ドイツ語圏での活動は春季 (2月-3月) および夏季 (8月-9月)

に各地で開講される研修コースが挙げられる。夏季には約
13-15 箇所のコース、春季には約 6-7 箇所のコースが海外
研修先の選択肢の対象となる。その大半は現地の州立大学
が独自に開催するドイツ語コースである (図 7 参照)11)。学
生は自分でコースを選択し、直接現地の国際センター担当
者とコンタクトを取りエントリーの準備をおこなう。
　ドイツ語海外研修を単位認定の対象とする際、SFC ドイ
ツ語研究室では言語学習だけでなく現地の地域を研究の対
象として位置付け、現地だからこそ実施可能なフィールド
ワークを義務付けている。そのための準備を支援するのが
スキル科目「ドイツ語海外研修準備コース」である。授業
内で学習者は自分のフィールドワークテーマの設定・事前

の情報収集・現地とのコンタクトをドイツ語で進めていき、
準備を整える。タンデムパートナーの人脈維持も重要な助
けとなり、ドイツ語学習が、地域研究への動機付けに結び
つく。図 8 は、この海外研修への参加とフィールドワーク
活動の実施が遂行されていくプロセスを示すものである。
　また、ドイツ語圏で参加対象とする海外研修は、各地域
の州政府の支援を受けて運営される場合が多い。一般には
非公開の美術館の所蔵物見学、地元企業や農園経営の見学
など、地域研究にとって重要なツアーが多く盛り込まれる。
これらのフィールドワーク活動も学習者自身の研究活動に
影響を与える要素のひとつである。

図 8 フィールドワーク実施プロセス

ドイツ語圏海外研修におけるフィールドワークの実施プロセス

海外研修の参加コースを選択
・ドイツ語圏でのフィールドワークのテーマ設定
・フィールドワークの準備
・資料収集
・調査内容の確定
・現地の調査先へのアプローチ
・アンケート調査や聞き取り調査の調査資料作成

現地でのフィールドワーク実施
帰国後の報告プレゼンテーション
帰国後の次学期に最終課題として提出

4.2 フィールドワークの活用
ドイツ語学習がより専門性の高い研究活動の重要な研究手
法として機能を発揮する機会に、「フィールドワーク」およ
び「インターンシップ」と呼ばれる科目が挙げられる 12)。
両者は「春季・夏季休業期間中に、学生自身が個々の研究
テーマに関連した実地調査や研究活動 (フィールドワーク)

や就業体験 (インターンシップ) をおこない、具体的な成果
を上げることを目的」13) としている。とりわけ前者は、ド
イツ語圏でのアンケート調査や聞き取り調査、現場の視察

図 7 ドイツ語圏海外研修先一覧 (2024 年 9 月 1 日現在)
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など、ドイツ語を使って地域研究を遂行する上で学生の自
律的研究活動を後押しする位置付けにある。フィールドワー
ク実施にあたっては、入念な準備期間が必要となる。現地
の訪問先との交渉、調査活動に対する同意書の作成、調査
票の作成からデータ収集の手段の確定等、すべてをドイツ
語で用意する必要がある。その場合、ドイツ語を母語とし
ない学習者にとって協働でプロジェクトに参加するタンデ
ムパートナーの存在がここでも不可欠となる。これまでの
地域研究事例のテーマとして「ドイツにおける「統合コー
ス („Integrationskurs“)」から見る移民政策 − ノイケルン
(Neukölln) 市民大学での参与観察を通じて」14）が挙げられ
る。これはドイツにおいて移民受け入れの政府政策の一環
として導入されたドイツ語「統合コース」に自ら参与観察
者として参加し、現地で複数の履修者に直接聞き取り調査
をおこなったものである。夏休みの期間を利用したこの
フィールドワークはベルリンの、移民が多く住む地域のひ
とつノイケルン地区で実施された。「統合コース」に移民と
しての資格を有しない一学生が参加することは、通常許可
されることではない。当時、研究を目的に参加許可を得る
ための交渉、ドイツ語研究室からの公式な依頼書の発行等
の支援を通してフィールドワークの実現に至った。移民を
対象にしたドイツ語コースの状況を現場で調査するため、
学生は現地で約 1 ヶ月間コースに通い続け、現場のドイツ
語教員とクラスの受講者 (つまりは移民申請者) へのインタ
ヴュー調査を実行した。このフィールドワークは最終的に
学士号取得論文としてまとめられた一つの事例である。

4.3 留学と地域研究
他の言語圏と同様に 1 年間の留学でドイツ語圏に滞在し、
中長期に亘るフィールドワークの実施が地域研究と結びつ
く事例も見受けられる。慶應義塾大学は 2024 年度現在
18(ドイツ 12 大学、スイス 5 大学、オーストリア 1 大学)

のドイツ語圏の大学と交換協定を締結しており、派遣・受
入をおこなっている 15)。ドイツは学期開始が日本と同様
に 4 月 (夏学期) と 10 月 (冬学期) のセメスター制をとるの
が一般的であるため、学生にとって留学のスケジュールを
立てやすい。
　交換留学の他にも私費留学やダブルディグリー制度を利
用してドイツ語圏で中長期滞在型の研究をおこなう機会が
ある 16)。過去の代表的事例では、3.11 の原発事故をきっ
かけにドイツ国内で政府政策として推進された脱原発の議
論を現地の資料および聞き取り調査を通して実施した研究
が挙げられる 17)。実際にはドイツおよび米国のメディア
に浮上するデータを抽出しデータベースシステムを構築
し、データ分析をおこなったものである。この研究の特徴

は、ドイツおよびアメリカでのフィールドワークを通して、
独英両言語をスキルにして一連のデータ収集および分析・
考察に至る研究活動をおこなった点にある。

5. 考察と今後の課題　－　ドイツ語と地域研究
ドイツ語学習が地域研究に結びつく受け皿は、SFC の総
合政策学部、環境情報学部、そして政策・メディア研究科
で開講される多様な分野の科目群につながる。それは「地
域研究」を掲げる科目や研究会と直接的につながるような
積み上げ式ではなく、学生自身が言語学習を通して獲得す
る新たな視点や多様なものの見方に引き寄せる形で、独自
性のある研究に発展させることであろう。
　ドイツ語には「ランデスクンデ („Landeskunde“)」とい
うドイツ語特有の概念がある。„Land“ は「国」や「地域」
を表し、古高ドイツ語 18) „kunde“ は「知人」「信頼のおけ
る人」を表す „kundo“ から派生した名詞である。辞書の訳
語では「(国・地方などの) 地域研究」19) と掲載されている
が、一般的には言語教育の中の重要な一要素として使われ
る概念で、学習言語の言語圏に特化した地理、歴史、文化、
政治、経済等を多面的に把握することを意味する。この概
念は他の言語に翻訳することは困難とされており、日本語
でも「ランデスクンデ」と表示されることが多い。このラ
ンデスクンデをドイツ語授業の中でどのように扱うべきか
というテーマは、常に事例研究が多く見られる日本のドイ
ツ語教育研究の課題である。その一方で「地域研究」の訳
語には „Regionalforschung“ というドイツ語が充てられる。
この言葉は言語教育とは切り離されたコンテクストで使用
されることが一般的であり、その言葉が示す内容は、特定
の地域を対象に、様々なテーマを多面的に扱うのではなく、
特定のテーマに絞った研究を指す。
　SFC には、ランデスクンデ的なアプローチで導入される多
面的視野を重視する地域研究の要素と、特定の現象や分野
に特化した „Regionalforschung“ の性格が強い地域研究のア
プローチが交差する研究教育の場がある。ドイツ語の習得プ
ロセスを通して、ランデスクンデから „Regionalforschung“ へ
の連動がより流動的に機能するための意識化が必要である。

注
1)	 SFC の言語教育理念については関口一郎 (編)『大学改革と外

国語教育 慶應湘南藤沢キャンパス・外国語教育への挑戦 ― 
新しい外国語教育をめざして』(1993) に詳しく書かれている。
SFC 創設時に、従来の外国語教育とは全く異なる理念を発信
する場として、SFC にドイツ語をはじめとする 7 つの言語をイ
ンテンシブコースとして打ち立てるに至った議論が具体的かつ
詳細に記されている。その他に SFC キャンパスにおけるドイ
ツ語教育に特化した文献として関口一郎 (2000) が挙げられる。

2)	 CEFR(Common European Framework of Reference for 
Languages) の基準枠におけるレベルを指す。
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3)	 Web サイト「慶應義塾大学湘南藤沢キャンパス言語コミュニ
ケーション科目」https://language.sfc.keio.ac.jp/deutsch/ から
抜粋 (2024 年 9 月 1 日アクセス)。

4)	 以降、本論では「ドイツ語インテンシブ 1」を G1、「ドイツ語
インテンシブ 2」を G2、「ドイツ語インテンシブ 3」を G3、「ド
イツ語ベーシック 1」を B1、「ドイツ語ベーシック 2」を B2
と表記する。

5)	 SFC のドイツ語初級レベルを対象に開発されたドイツ語教材
『モドゥーレ 1 (Module 1) 』参照。図 2 は p.40 から、図 3 は p. 
56-7 から抜粋 (参考文献を参照)。

6)	 SFC のドイツ語初級レベルを対象に開発されたドイツ語教材
『モデル』シリーズ (Modelle1, 2, 3) の中の、『モデル 3(Modelle 
3)』p.74 から抜粋 (参考文献参照)。

7)	 SFC ドイツ語研究室 HP 掲載のリスト参照：https://sfc-
deutsch.sfc.keio.ac.jp/ 学生プロジェクト紹介 /(2024 年 9 月 1
日アクセス)。

8)	 プロジェクトの概要をドイツ語研究室の HP に掲載するにあ
たっては履修者全員から承諾を得ている。

9)	 『モドゥーレ 1』の各課に設定 (参考文献を参照)。
10)	 SFC では 2000 年度春学期以降、ボン大学 (2000 年度)、コブ

レンツ大学 WHU(2004 年度)、ドレスデン工科大学・ハレ大学
(2005 年度)、トリアー大学 (2019 年度) と協働授業およびタン
デムプロジェクトを実施。

11)	 SFCドイツ語研究室 HP から抜粋：https://sfc-deutsch.sfc.keio.
ac.jp/short-term-study-locations/(2024 年 9 月 1 日アクセス)。

12)	「フィールドワーク」および「インターンシップ」は単位取得
の対象として設置されている SFC の特徴的カリキュラムのひ
とつ：https://www.sfc.keio.ac.jp/academics/pmei/curriculum/
others.html 参照 (2024 年 9 月 1 日アクセス)。

13)	 同上「インターンシップ・フィールドワーク」より引用 (2024
年 9 月 1 日アクセス)。

14)	 池田真梨子(2013)参照： https://waragai-lab.studio.site/
graduation-theses (2024 年 9 月 1 日アクセス)。

15)	 2024 年度現在のデータは慶應義塾大学国際センター HP 参照：
https://www.ic.keio.ac.jp/keio_student/exchange/ex_partners.
html (2024 年 9 月 1 日アクセス)。

16)	 日独ダブルディグリー制度については 2011 年度ダブルディグ
リープログラム募集要項参照：https://www.sfc.keio.ac.jp/
files/1771/web_newest_20110420_2011s_halle_annaidoc.pdf 
(2024 年 9 月 1 日アクセス)。

17)	 佐藤友紀子 (2018) による博士論文 (政策・メディア研究科): 
“The Function of Christian Elements in the Media: Analyzing 
the News Coverage of the Great East Japan Earthquake in 
Germany and USA” を指す：https://koara.lib.keio.ac.jp/
x o o n i p s / m o d u l e s / x o o n i p s / d e t a i l . p h p ? k o a r a _
id=KO90001001-20185096-0001 (2024 年 9 月 1 日アクセス)。

18)	 古高ドイツ語 (Althochdeutsch) は 8 世紀から 11 世紀までのゲ
ルマン語の文献に見られる言語を指す。

19)	 国松孝二編 (1998): 独和大辞典 , 第 2 刷 , 小学館 . p.1385 から
引用。
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